
のキリスト教週間のご案内

2011 年○月神を仰ぎ、人に仕う 

主の祈り 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

「隣
とな

る人」

 聖学院大学とも関係の深い児童養護施設「光の子どもの家」のドキュメンタ

リー映画「隣る人」が、5月 12 日（土）よりポレポレ中野にて劇場公開される。

刀川（たちかわ）和也監督は、8年間にわたって「光の子どもの家」の日々の

生活に密着し、そのありのままの日常を温かいまなざしで丁寧に描いている。

「光の子どもの家」には、さまざまな事情によって家族と共に暮らすことができ

ない約40名の子どもたちが、親元を離れてこの施設で生活している。毎年聖

学院大学の学生たちが年に何回も施設を訪れ、子どもたちと遊ぶボランティ

アを通して、子どもたちと学生との交流の時を持たせていただいている。その

仲間の一人が大学を卒業し今この施設で働いている。「光の子どもの家」の

特徴は、施設の中にいくつかの家があり、一人の職員の方が 5人以内の子ど

もを受け持つことによって、母と子のような人間関係を作ることを目指している

ことである。 

「隣る人」という言葉は、「光の子どもの家」の創立者の菅原哲男氏の造語

である。菅原氏によると、家庭的な環境と家族的な関係を奪われた子どもに

は、母親のように傍らに「居続ける人」が必要であり、「どんなことになっても、

絶対に逃げないから大丈夫だ」と言って居続ける存在が「隣る人」であるとい

う。「隣る人」の姿は、「隣人愛」の教えを実践したキリストの生涯に重なってく

る。 

試写会の時にこの映画を観る機会が与えられたが、全身全霊で愛を求め

る子どもたちと、どんなことがあってもひたすらにその子どもの存在を受けとめ

て、その傍らに寄り添い続ける「隣る人」である保育士との関わりが、温かく切

なく胸に迫ってきて、観終わった後涙が止まらなかった。一人でも多くの方に

観ていただきたいお勧めの映画である。 

（人間福祉学部チャプレン 佐野 正子） 

お知らせ 

■2012 年度全学礼拝期間について 

2012 年度の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、 

10 時 20 分から 10 時 50 分です。どなたでも自由にご参加ください。 

春学期／2012 年 4月 10 日（火）～7 月 20 日（金） 

秋学期／2012 年 9月 25 日（火）～2013 年 1 月 18 日（金） 

春のキリスト教週間 プログラムのご案内 

全学礼拝／毎週火～金 10：20～10：50 

■ゴスペルコンサート 

  日   時／2012 年 5 月 23 日（水）10 時 40 分～12 時 15 分 

        ＊10 時 30 分までにチャペルへご入場ください。 

  場   所／聖学院大学チャペル 

  対象学年／１年生 

  賛 美／岩渕 まこと氏（ゴスペルシンガー） 

≪参加自由プログラム≫ 

■キリスト教映画会 

  日 時／2012 年 5 月 30 日（水）10 時 20 分～12 時 30 分 

  場 所／聖学院大学チャペル 

  映 画／「サイモン・バーチ」 

■キリスト教と諸学の会 

  日 時／2012 年 5 月 30 日（水）17 時 30 分～18 時 50 分 

  場   所／教授会室 

  発   表／松尾 秀哉 先生（政治経済学科准教授） 

No.22012 年 4月



「もし一つの肢体が悩めば、ほかの肢体もみな共に悩み、一つの肢体が尊ばれると、ほかの肢体もみな共に喜ぶ。」 

（コリント人への第一の手紙 第 12 章 26 節）年間聖句 

2012 

4 月 24 日（火）

奨励者 左近 豊 

 （人間福祉学部副ﾁｬﾌﾟﾚﾝ） 

司会者 E. D. オズバーン 

奏楽者 ﾅｲﾃｨﾝｹﾞｰﾙ亜衣 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 312番 1、2 節 

聖 書 詩篇 

  23 篇 1-6 節（旧約 P.766）

祈 祷 

奨 励 「いこいのみぎわ」 

祈 祷  

讃美歌 312番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

4 月 25 日（水）

奨励者 窪寺 俊之 

（人間福祉学研究科長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 佐野 正子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 310番 1、2 節 

聖 書 ルカによる福音書 

  22 章 32 節（新約 P.128）

祈 祷 

奨 励 「祈られている者」 

祈 祷  

讃美歌 310番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

4 月 26 日（木）

奨励者 髙橋 義文 
    （ｱﾒﾘｶ・ﾖｰﾛｯﾊﾟ文化学研究科長）

司会者 左近 豊 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 326番 1、2、3 節 
讃美奉献 聖歌隊 
聖 書 ヨハネによる福音書 
  14 章 18～20 節（新約 P.165）
祈 祷 
奨 励 「わたしが生きるので」 
祈 祷  
讃美歌 326番 4、5 節 
主の祈り 
後 奏  

4 月 27 日（金）

奨励者 松原 望 

（政治政策学研究科長） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 267番 1、2 節 

聖 書 ヘブル人への手紙 

  11 章 1～3 節（新約 P.354）

祈 祷 

奨 励 「信じるということ」 

祈 祷  

讃美歌 267番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

掲示板 

聖学院ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ 

聖学院教会では2012年度、下記日程で

インターナショナルフェローシップ（英語によ

る礼拝）を守ります。この礼拝に出席すること

で、教会礼拝レポートを提出することも可能

です。留学生の方や、英語で礼拝を守る教

会を探している方、どなたでもご参加いただ

けます。お気軽にお越し下さい。 

説教／E.D.オズバーン先生（人文学部チャプレン）

日程／5月 20 日（日）  6 月 17 日（日） 

7 月 15日（日） 10 月 21 日（日） 

11 月 18日（日）  1 月 20 日（日） 

時間／15時 00 分～16時 30 分 

場所／チャペル 

聖学院教会祈祷会
【毎週木曜日 18時 30分～19時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】           4 月 26日（木） サムエル記下 22章   菊地 順 牧師 

チャペルは神さまに礼拝をささげる、神聖なところです。 

次のことに注意して、礼拝のために備えましょう。 

◇チャペル内では静粛を保ちましょう。 

◇チャペルへの飲食物の持ち込みは禁止です。 

◇携帯電話の電源をお切りください。 


